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1序 論

生活 環 壙 、様 式 または 生 態 の違 い にか か わ らず動 物 、特 に高 等動 物 は そ の

生涯 の大 半 を休 息 と睡 眠 の た め ・ そ の巣で 暮 してい る と考 え られ る
。 例 を 人

間に と り・そ の 生涯 を60年 とす れ ぽ休 息 と睡 眠 にそ れ ぞ れ約20年 つ つ を

費してい る こ とにな ろ う。 外 敵 と厳 しい 自然 環 境か ら 身を守 りなが ら、独 り

又 は家 族 ・仲 閥 と休 息安 眠 身 とる場 所 が 住 居で あ り、 そ れ を補 つて 直 接 身 に

まとい 又 は 被 る も のが寝 衣 具 で あ る こ とを 思 えば 、 この 両 者 の発 展径 緯 につ

い て 調べ て 見るこ とは無 意味 で は ない と考}繩 文 、 弥生 、古 墳文 化 時代 よ

り飛 鳥時 代 中期 に 至 る 所謂R本 古 代 と奈 良・ 平 安 時代 の 中世 に 亘 る住 居 と寝

衣具 に つい て 、 調杏結 果 の一 端 を紹介 す る。

2古 代 の 住 居 と 寝 衣 具

日本i2い て その 跡 が 見 られ る最古 の 住 居は 繩文 時代早 期 の堅穴 住 居 で 、

方形 平 面 と円形 平 面 の二 つ の 形 能が あ り、 炉 穴 を屋 外 に 堀 つた 簡単 な 尋うの で、

単 に 休息 ・睡 眠 のた めの 覆 に 過 ぎなか つた もので あ る。 繩 文 時代 の前 期 にな

つてそ の 中央 に 炉 が 設け られ 、 始 め て炊事 が屋 内で行 な われ る よ うに な つた

が ・そ の後 ・弥 生 文化 時代 に 至 る まで 、 そ の形 熊 、 内容 は 殆 ん ど変 らなか つ

た と思わ れ る・ この 堅穴 住居 は地 面 を50Cmほ ど堀 り下 げ 、堀 り串 した土

を周囲 に盛 り上 げ て ・そ の 上 に草 葺 の 屋根 を被せ 、盛 土 か ら上 には 壁 も窓 も

ない 形 態 の もの で 、単 に上部

には 採光 と煙 出 しの ため に、

三 角形 の妻 が 形 成 さ れ た所 謂

入 母 屋造 りで あ つた。 大 凡7

～8畳 程 の 土間 の 中央 に 設 げ

られ た暖 炉 が 調理 と灯 に使 は

れ、 その 囲 りに 干草 を しき 、

寝 る と きは その 上 に 毛 皮を の

べ る と云 つた、い わ ば 「ね ど

こ 」程 度 の 原 始 的 な住居 で あ (写 真1)堅 穴復原家 屋(登 呂遺跡)
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る。 写 真1は 登 呂遺 跡 の堅 穴住 居 を 復元 した も ので あ る。

神 武 天 皇 の 「八紘 為 宇 」の一 節 に 「巣 に褄 み 穴 に住 む 習俗 常 とな れ り 」と

ある のは 、 そ の頃 こ の様 な 堅 穴住 居 に 人Mれ を な し 「む ら 」を作 つて 住

んでい た こ とを示 す も ので あ ろ う。 そ の頃 の服 装 は 裸体 の上 に 「も 」と呼 ば

れた 衣服 を 腰 に まい た所 謂 「腰巻 姿 」で 、そ の後 さ ら に 「袈裟 衣 姿 」即 ち丈

の長い 布 を 肩 の 反対 側 の 脇下 に巻 く服 装 も 用い られ る よ うに な つた 。 この衣

料は 「たべ 」と呼 ぽ れ 、 主 に 毛皮 で で き た もの で あ るが ・楮(こ うぞ)な ど

の 樹皮 を叩 きのぽ した も の も広 く使 わ れ る よ うに な り、 これ は 後 に 「妙(た

え)」 と呼ば れ た。 また 当 時 は昼 の 衣服 の まS夜 も寝 てい た 本の で ・寒い 時

には 手持 の 「 も 」々何 枚 か 上 にか け て寝 た もの と思 われ る・ 一 方大 陸 で は ・

かな り以前 か ら進歩 した 漢 民 族 の文 化 が 既 に存 在 して い たが 、 その 伝来 とと

もに我 が 国で も水 田 鶏耕 が 発 達 し、狩 猟 期か ら農耕 期 へ の大 転換 が次 第 に行

われ る に した が って 、 自然 に経 済 力の上 昇 と格差 が 生 じ 、必然 的 に 階級 制 度

ができた ため 、貴 族 、 豪族 は一 般民 衆 に 比べ 相 当豊 か な生活 をす る よ うに な

った。 弥 生 に次 ぐ古墳 時代 の最大 の遺物 で あ る高 塚 古 墳 を 見る と、麻 、 苧 、

楮 、藤 など の植物 繊 維 以 外 に絹織 物 も多 く用い られ てい た こ とがわ か る。 ま

たこの頃 の地 方 豪族 は 一 般 の 民

衆と異 り、 床を 張 つた高 床住 居

(写 真2)に 住み 、 床 の 上 の敷

物 と霧具 も種 々の もの が 工 夫 さ

れ 、 又大 陸 か ら伝来 した もの も

多 く用い られ た よ うで あ る。 日

本書 記 に よれ ば 、応 神 天 皇 の 頃

(AD300年 前後)百 済 と晋

よ り多 数 の 人々 が渡 来 帰 化 した

の で 、高 度の染 織 技術 が 伝 わ る

ととも に、 生 活習 慣 の一 部 で あ

る就寝 形 式 に も柑 当 影響 を与 え

た こ とが 容 易 に想 像 で きる。 写真2.高 床復原家屋(登 呂遺跡)

3中 世 の 住 居 と 寝 衣 具

中世に入 つて弥生時代 に伝来 した高床建築の規模 、形 態は益々発展し、用

途別に棟を追加、拡大 した宮殿形式 の豪華な住 居が多 く見られる よ うになつ

た。堅穴住居では.ほ とんどの生活機能が一つ の窪屋内で満たされた のに対
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し、 高床 建築 で は床 が高 く、防湿 効 果 が よい た め 、衛 生 的 で 快 適 な 生活 を楽

しめ る反 面 ・ それ ぞ れ の機 能 に適 した 建 屋を 別 々 に 建て る必要 が 生 じた
。 特

に 「カ マヤ 」は炊 一一.:防 火 防 煙 効果 の よいG"様 式 で 建 て られ た わ けで あ

る。 また 高 床 の建物 を もつ程 の豪 族 と 亀な れぽ 、 貴 重 品 を収 納す る 倉庫 も必

要で あ ろ うし・そ の権 威 を保 持 す るため の政(漆 つ りご と) 、 儀 式 の場 所 に

ふ さわ し い豪 華 な設備 ・様 式 の建 屋 も必要 とな り、 これ らが 綜合 的 に発 展 し

て遂 には 宮殿 ・ 神社 の発 生 とな つた こ とが 充 分想 像 で き る
。 元来 神道は 一 族

部落 の発 展 を祈 念 し て豪族 が邸 内 に 祖先 神 を祭 り、儀 式 の 場所 と して利 用 し

たこ とか ら 自然 発 生 的 にで きた信 仰 で あ り、 吏た祖 先神 は 現存 す る人il'1と同

様 また わ 同一 の建 物 に住 吏 うこ とで あ ろ うとの考 え か ら、 神社 の本 殿は 住 宅

葎築 と 同 じ様 式 に な つてい る。

また 中世 の寝 衣 具 として 随 書倭 国 伝 に 記 され て い る薦(し とね)は 推古 天

皇時代 に用 い られ た敷物 で 菅や 藁 で 編 まれ た ものか 、 また は 雑 皮(猿 、 鹿 、

猪等 の 野生 の獣皮)で 作 られ てい た こ とカミわ か る.こ の よ うに 「 し とね 」と

は寝 具 と して の數 物 の意 で あ るが 、 敷ふ とん と して用 い る と 「た た み 」上 に

掛 け・る一とrふ す ま 」と呼 ん だ よ うで あ る。

厂た たみ 」とは ・現在 の 厂た たみ 」で は な く、物 を重 ね る こ との 意 であ り、

うす い 敷物 を重 ね て 用い た こ とか ら 、 この 言 葉が で きた もの と思 わ れ る。 古

事 記に で て くる 「 こ もだ たみ 」厂た た み こ も 」は 茅 、藁 で作 られ た 厂こ も

(菰)」 の こ とで ・重(え)の 枕 詞 としても塒 勅れ て い る。 これ らの敷物 は

いつ れ も編 まれ た ものか 、織 られ た もの で ある うが 、貧 しい 人 々鰓 藁 を そ の

ま玉敷 い て寝 た こ とであ ろ う。

「ふ す ま 」(衾 ・被)」 とは 辞 苑 に よれば 「昔ね る とき体 をお お う夜 具 で

四角 に縫 い 袖 も縁 もない もの 」 とで てい る。古 事 記 に 「文垣 のふ は やが し た

に「む しぶ す ま 」柔 や が した に 栲衾 、 さや ぐが 下 に …… … 」とあ るが 「む し

ぶす ま 」とあ るのは 蚕(む し)衾 、す なわ ち 絹 の夜 具 の こ とで 、お そ ら く

「ム シ 綿(真 緲 を入 れた細 掛 布 団 の こ とで あ ろ う.ま た 「織 」は 拷

布(か じの皮 の 繊 維 で織 られ た もの)で 作 られ た 衾 で 、麻 布 以 前 に使 われ て

いる ・ 同 じ く「文 垣 のふは や が した に 」の 「文垣 」は 帷帳 の こ とで 、ふ わ ふ

わした 唐草 模様 の 彩 色美 しい 韓 帳 を寝 室 に あ し ら つた貴 族 の 住 居 の様 が想 像

され る・ 万葉 集 に 見 られ る 厂麻 衾 」は 栲衾 の後 に で て きた もの で 、絹 ほ ど で

はない が 広 く用い られ てお り、地 方 では 苧 麻布 、栲 布 、藤 布 が 多 く用い られ

た と思 われ る。

一3一



4総 括

以上 述べ た とお り、繩文 、弥 生 時代 の 住 居が 堅 穴 式 の伏 屋 で あ つた頃 には

寝 衣 具 も同 じ よ うに 「腰巻 姿 」「袈 裟 衣姿 」の単 純 な もので ・夜 は その まS

土間 に干草 、毛皮 を敷 い て寝 てお り、そ の後 、古 墳 時代 に漢 文 化 の 渡来 ・そ

れ に とも な う生活 形 熊 の変化 、経 済 力の上 昇 と格 差、階 級制 度 の 自然発 生 と

ともに 律 築、 染 織技 術 も急速 に 進歩 し、 住 居 、寝 衣 具 も それ に 応 じて形 式 ・

実用性 を兼ね 備xた 豪 華 な ものIZ発 展 して き た もの で あ るが 、一 方取 り残 さ

れた下 層 、貧 民 階級 の 人hは 華や か な経 済文 化 の発 展 か ら権 威 と富 者へ の奉

仕 に甘 ん じて 、何雲 生活 様 式 の 向上 も 界られず 、依 然 と し て住 居 、 寝 衣具 と

も に古代 初 期 に拆い 状 熊 で 、 あ つた こ とも事 実 で あ り、今 日の高 度 経済 成長

の蔭 に共 存す る、 ス ラム街 の 状熊 に似 通 つた 不調 和 と格 差 は 古 くか ら存 続 し

てい た こ と がわか る。 な を 近世 の寝 衣 具 と くに 「ネマ キ 」につ い て の最近 の

傾向 を 別 稿 に て発 表 す る。
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